
 

図-4 アンカーボルト孔の位置 

ａ．偏芯孔タイプ  

ｂ．偏芯なしタイプ  

落橋防止装置鋼製ブラケットの拡大孔がアンカーボルトの耐荷力におよぼす影響について 
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１．はじめに 
 図-1 に示すような落橋防止装置における下部工側の鋼製ブラケットの設置・固定の効率化を図るために，

アンカーボルト設置部に拡大孔を採用することを検討している．施工誤差を吸収するため，図-2 に示すよう

な拡大孔の空隙を埋めるためにあらかじめ 2～6 ㎜程度偏芯させた治具（以下コマプレートという）をアン

カーボルト回りに挿入し，ビルドアップワッシャーにより応力を伝達させる構造である．検討構造を用いた

場合のアンカーボルト引き抜き耐荷力の確認と，拡大孔部に採用するコマプレートの回転などの挙動とボル

トのせん断耐荷力を確認するため試験を実施した． 
 
 
 
 
 
 
 
                            

                                                   

図-1 落橋防止装置の構造概要      図-2 コマプレート，ビルドアップワッシャー図 

２．アンカーボルトの引き抜き試験 
2.1 試験概要 

試設計により落橋防止装置のブラケットを想定して，アンカーボルトを偏芯させた供試体 3 体（W-1～3），
偏芯のない供試体 1 体（W-4）を製作し，1500KN 用サーボ式試験装置を用いて行った．図-3 に供試体概要

図を，図-4 にアンカーボルト孔の位置を示す．載荷要領は，アンカーボルトの降伏点までは荷重制御による

20KN づつの漸増載荷とし，それ以降は変位制御による単調載荷とした．供試体，アンカーボルト，反力受

けコンクリートには変位計を設置し，またアンカーボルトにはひずみゲージを貼り付け計測した．写真-1 に

試験状況を示す． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 供試体概要図             

2.2 試験結果 

図-5 に左右アンカーボルト先端の変位の平均値と載荷荷重の関係について全ての供試体における試験結

果を示す．試験結果は，設計値を 10～20%程度上回っており，予想された耐荷力であることが示された． 

キーワード 落橋防止装置，拡大孔，コマプレート                         
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       写真-1 引き抜き試験状況          図-5 引き抜き耐力試験結果 
３．コマプレートの挙動確認のためのせん断耐荷力試験 
3.1 試験概要 

 アンカーボルトにせん断力が作用する場合のコマプレートの挙動を確認するための試験を行った．供試体

は，図-6 に示すような 4 孔タイプとし，アンカーボルトをせん断する構造とした．4 孔のうち 2 孔を偏芯さ

せ，残り 2 孔をパイロットホールとする供試体を 3 体（K1～3）と全孔を偏芯させない標準供試体を 1 体（K-4）
を製作した．試験は，アムスラー試験機を用いて行った．載荷要領は，増分 10KN づつの単調載荷とし，設

計終局荷重 294KN を目標に載荷した．供試体 4 体のうち 2 体（K-1，K-4）は全てのボルトが破断するまで，

残り 2 体はコマプレートの挙動を目視確認するためボルトがせん断降伏する程度の載荷とした． 
拡大孔，コマプレートの配置がアンカーボルトのせん断力，コマプレートの挙動に及ぼす影響を調べるた

めに，変位とひずみを測定した．写真-2 に試験状況を示す． 

                 

図-6 供試体の概要      写真-2 挙動確認のためのせん断試験      

3.2 試験結果 

図-7 にボルトのせん断面における表裏の相対差の平均値を変位とし，載荷荷重との関係について全ての供

試体における試験結果を示す．試験結果の値は設計値を 30%程度上回っていることがわかった．また、写真

-3 に示すようにコマプレートの合線の目視確認により回転は確認されなかった． 

    写真-3 コマプレート挙動確認(k-2)          図-7 せん断耐荷力試験結果 
４．おわりに 
 アンカーボルトの偏芯による耐荷力への影響は、引き抜き試験およびせん断試験ともに影響なく，実用上

問題ないと判断された． 
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